
第７４回群馬県高等学校新人バドミントン大会
実 施 要 項

１ 主 催 群馬県高等学校体育連盟 群馬県教育委員会

２ 後 援 群馬県バドミントン協会 前橋・高崎・太田の各市教育委員会

３ 主 管 群馬県高等学校体育連盟バドミントン専門部

４ 日 時 令和５年１０月２８日（土） ８：３０～ 個人戦 男女Ｄ（１回戦～ベスト８決定）
１１月 ３日（金） ８：３０～ 個人戦 男女Ｄ（ベスト８～）、１年生Ｓ
１１月 ４日（土） ８：３０～ 個人戦 男女Ｓ
１１月１８日（土） ８：３０～ 学校対抗戦（１回戦～ベスト８決定）
１１月２３日（木） ８：３０～ 学校対抗戦（ベスト８～決勝）

５ 会 場 １０月２８日（土）〔男子〕高崎市浜川体育館 〔女子〕太田市民体育館
１１月 ３日（金）〔1S男子＋男子D〕太田新田エアリスアリーナ

〔1S女子＋女子D〕桐生大学グリーンアリーナ
１１月 ４日（土）〔男子〕高崎市浜川体育館 〔女子〕太田新田エアリスアリーナ
１１月１８日（土）〔男子〕ヤマト市民体育館前橋 〔女子〕桐生大学グリーンアリーナ
１１月２３日（木）〔男女〕ヤマト市民体育館前橋

「ヤマト市民体育館前橋」 前橋市上佐鳥町４６０－７
「高崎市浜川体育館」 高崎市浜川町１４８７
「太田新田エアリスアリーナ」 太田市新田金井町６０７
「太田市民体育館」 太田市飯塚町１０５９
「桐生大学グリーンアリーナ」 みどり市笠懸町阿左美１７１４番地２

６ 種 目 学校対抗戦、個人戦（シングルス・ダブルス・１年生シングルス）各男女

７ 競技規則 現行の(公財)日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規定及び同公認審判員規定による。

８ 競技方法（１）個人戦
①種目はシングルス、ダブルス、１年生シングルスとする。「シングルス」と「１年生シン
グルス」を兼ねて出場することはできない。なお、「シングルス」と「ダブルス」におい
て、ベスト３２以上に進出した選手にポイントが付与され、ポイントの多い学校から、学
校対抗戦第１～第８シードに決定する。
②トーナメント方式で実施する。
③３位決定戦及びベスト８内の順位決定戦を実施する。
④１年生シングルスの３位決定戦及び順位決定戦は行わない。

（２）学校対抗戦
①１校男女各１チームとする。
②トーナメント方式で実施する。
③３位決定戦及びベスト８内の順位決定戦を実施する。
④２複３単で、複１・複２・単１・単２・単３の順で試合を行う。但し、単１に出場する
選手は、複を兼ねることはできない。
⑤チーム編成は、監督１・選手５から７名とし、コーチ１・マネージャー１をおくことも
できる。（同一校で男女出場する場合は、それぞれ別の監督者とする。）

⑥先取マッチ（試合）方式で行う。

９ 引率･監督 (１)学校対抗戦の場合、校長の認める当該校の職員とする。個人戦は校長の認める学校の職
員とする。（ただし、公立学校にあっては教員とする。）また、校長から引率を委嘱された
「部活動指導員」（学校教育法施行規則第７８条の２に示された者）も可とする。但し、「部
活動指導員」に引率を委嘱する校長は、県高体連会長へ事前に届け出ること。

（２)監督及びコーチは校長が認める職員または外部指導者とし、外部指導者は傷害・賠償責
任保険（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。

（３)監督及びコーチは、本連盟バドミントン専門部に登録を完了し、且つ、（公財）日本バド
ミントン協会に有効に登録を完了していることを条件とする。

10 使用用器具 (公財)日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び同第１種検定合格水鳥球を使用す
る。



11 参加資格 （１)選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍
する生徒で、本連盟に加盟している者とする。

（２）選手及びマネージャーは、（公財）日本バドミントン協会に有効に登録を完了している
者とする。

（３)年齢は平成１７年４月２日以降に生まれ、１・２年生に在学する者とする。但し、同一
学年での出場は１回限りとする。

（４)チームの編成は、全日制課程、定時制課程、通信制課程の生徒による混成は認めない。
（５)転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない。ただし、一家転住の場合は特例として参加を

認める。
（６)参加選手は、あらかじめ健康診断を受け、当該校長の承認を必要とする。

12 参加人数 各校の参加人数および組数は、以下のとおりとする。
（制限） （１）１年生シングルス

各校４名 ※ 12-(２)「シングルス」と兼ねて出場することはできない。
※８-(１)-①「学校対抗戦シード決めポイント付与」は対象外とする。

（２）シングルス
各校４名 ＋ 令和５年度全国高校総体バドミントン競技県予選会個人戦シングルス
において「ベスト３２に入った１．２年生」

（３）ダブルス
各校５組 ＋ 令和５年度全国高校総体バドミントン競技県予選会個人戦ダブルスに
おいて「１．２年生を含むペアで、ベスト３２に入った組数」

13 申し込み 大会要項及び申込用紙ファイルを、｢群馬県高体連バドミントン専門部 HP ｣からダウンロ
ードすること。（http://www.gunbad.jp/hi/）
（１）各校で作成した申込用紙ファイルを 10 月 17 日(火)までに下記アドレスへ送
信すること。

メールアドレス 【 y-harada@otacity-hs.ed.jp 】
※送信ファイル名は【学校番号（半角 2 桁】【学校名】【男女の区別】とにすること。

（２）「（１）」で作成した申込用紙に監督印を押印し、10 月 17 日(火)必着で下記へ
郵送すること。
〒 373-0842 群馬県太田市細谷町 1510 太田市立太田高等学校

群馬県高体連バドミントン専門部 副委員長 原田 優樹 宛

【注意】
・「原本」と「ファイル」の差異が無いようにお申込みください。
・上記、２種を済ませて、申込み完了となります。

14 参 加 料 （１）個人戦 シングルス 一人１，０００円
ダブルス 一組１，０００円

（２）学校対抗戦 ２，０００円
（３）大会初日に納入すること。

15 組 合 せ 個人戦は、１０月２４日（火）の常任委員会において決定する。
学校対抗戦は、個人戦の結果を踏まえ１１月４日（土）の大会会場で抽選を行う。

16 そ の 他 （１）選手は、試合敗退後も大会運営に必要な敗者審判等を行うこと。
（２）上衣の背面中央に必ず高等学校名及び県名を明記するか、ゼッケンを付けること。
（３）水分補給用のボトルや水筒は、ケース及びバッグに入れ使用し、各自が用意する。

フロアにボトルを直接置かないこと。
（４）男女上位３位までに、表彰状を授与する。
（５）新型コロナウイルスの対応については、原則、各中央競技団体のガイドラインや自治

体の指針に従うこととし、その他、教育委員会や高体連事務局からの方針等があった
際にはそれに従うこと。（緊急の場合は、各校代表顧問の登録アドレスへメール送信
する。）

（６）本大会の結果、学校対抗戦男女各上位１校へ３月２４～２８日に滋賀県大津市・草津
市で開催される『令和５年度第５２回全国高等学校選抜バドミントン大会』の出場権
利が与えられる。
また、個人戦シングルス男女各上位４名及びダブルス男女各上位４組へ、１２月１６、
１７日に神奈川県藤沢市で開催される『令和５年度第５２回全国高等学校選抜バドミ
ントン大会関東地区予選会』の出場権利が与えられる。ただし、同一校からは２名・
２組までとする。


